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運動能力と認識発達の関係を中心とした

　　　　　　保育カリキュラムの研究
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Nobutaka　N1sH1，Mar1ko　WATANABE　and　Kazuko　KAM0T0
　　　Curr1cu1a　for　Preschoo1Ch11d．ren　Cons1dermg

　　　　　　the　Re1at1on　of　Ab111ty　to　Phys1ca1

　　　　　　Exerc1ses　to　Inteuectua1DeYe1opment

Abstract　It1s　sa1d　that　there1s　a　mutua1re1at1on　among　the　funct1ons　of　the　cerebra1

cortex，the　centra1nervous　system　and－phys1ca1act1v1ty　And1t1s　true　that　the　funct1ons

of　hands　and．fmgers　of　menta11y　retard．ed．ch11dren　has　the　tendency　of1owermg
genera11y．

We　have　obserYed　some　k1nds　of　phys1ca1actmty　of　preschoo1ch11dren　of∀anous
ages　t01nvest1gate　concrete　aspects　of　such　a　mutua1re1at1on

　One　of　the　resu1ts　md．1cates　that　contro1mg　In0Yements　of　the　f1Ye　fmgers1nd．epend，e－

nt1y　and－hopPmg　on　one　foot　are　d1ff1cu1t　for　ch11d－ren　und．er　CA3　5But　they　are

poss1b1e　for　a11ch11d－ren　of　CA4　5and－upward．

We　haye　d1scussed　that　there1s　necess1ty　to　cons1der　the　re1at1on　between　the　deve1－

opment　of　the　bra1n　and－phys1ca1act1v1ty1n　curr1cu1a　for　preschoo1ch11d．ren

I．問　題

　人問は，一定の生理的基盤をもちながら，全二的な有

機体として存在している。そして，外界に対し，感覚器

官や運動器官をとおしてはたらきかけをおこない，その

外界を創りかえていくとともに，みずからの諸能力を発

達させていく。

　手はその際の重要な身体器官となっている。しかし，

手はそれ自体として，独立にはたらくのではない。「手
　　　　　1）
は脳の出張所」，r手はつきでた脳」といわれるように，

手のはきらきと脳のはたらきとは深く結びついている。

　このことは，手にかぎらず身体の各器官についてもい

える。そして脳は，それらの申枢となっている。

　保育や教育は，脳に直接刺激を与えてその機能をたか

めるわけではなく，簡略にいえば，結局，手やその他の

身体諸器官へのはたらきかけを媒介として，子どもの主

体的な活動のなかで身体や脳の機能をたかめていくため

の，意図的・組織的な活動を意味することになる。した
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がって，保育や教育が，そのような子どもの主体的活動

を組織しつつ諸能力の発達をめざすとき，個々の活動を

体系づけ，系統づけることが要請される。具体的には，

保育における6領域の「健康」「音楽リズム」や，学校

教育におけるr体育科」などの，他の領域や教科との関

連づけである。この観点がみうしなわれた場合には，こ

の時間は音楽，この時間は別の白然観察といったよう

に，相互に脈絡のない日課の消化におわってしまう。そ

してこのことは，同時に，一個の機械のように子どもを

考え，手や足や脳を部品のように，つまり部分人間とし

て，子どもをとらえてしまうことを意味する。分節的に

子どもをとらえることと，活動の組織化における分散的

な並列化とは表裏の関係にあって，連動している。
　　　　　　　　　2）
　Riordan，J．（1983）は，ソ連の教育は，身体運動を単

に身体の発達のみならず，人格の精神一身体全体系にわ

たって効果を及ぼすものと位置づけていることを紹介し

ている。そこでは，人間のオルガニズムは，家庭・学校

・工場など，杜会環境をも含めた外的条件から影響を受

けて変化・発達するのであって，それゆえ杜会の発展と

個人の発達，そして身体の発達と精神の発達は相互に関

連しあったものとして考えられている。
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　こうした考え方の背景には，精神機能を，固定的で変

化のない体系としてではなく，自然的杜会的環境とのか

かわりのなかで変化していく複合的でダイナミックな機

能の体系であるとしたVygotsky，L　S　らの理論があ3
）

る。

　ところでRiordanは，さきの紹介にあわせて，運動

能力や体育に関してのこのような理論的基礎づけが，欧

米では必ずしも重視されていないことを指摘している。
　　　　　　　　　　　　　　4）
　実際，たとえばChamcey，H（1969）のソ連の幼児

教育に関する紹介書でも，子どもの年齢が高くなるにつ

れて運動部門のプログラムは運動種目の羅列におわる傾

向にあり，身体運動と他の活動との連関，あるいはそれ

らが子どもの人格発達にとってもっている意味などにつ

いては，ほとんど完全に無視されている。

　わが国でも共通した傾向があるといえる。最近，アメ

リカなどの動きを反映して，保育内容の構造化がいわれ

ており，「系統化を，個々の心身諸機能を総合する活動

そのものにみられる発達の基本的すじみちとしておさえ
　　　　5）
ようとする」試みもみられる。しかし，そのような方向

性と問題意識は披歴されても，現実の実践に具体化する

過程では，なお，「保育所，幼稚園で子どもの経験や活

動の広がり・深まりをどの視点からおさえているのか

　　つまり係統化の基準となるもの一（として）保育

のねらいの発展を基準としたもの，発達課題を基準とし

たもの，生活圏の拡大を基準としたもの，さらには心身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
諸機能の発達を基準としたものなど，多種多様な基準」

がありうるとなってしまう。それらに共通して貫かれる

基本的原理を明らかにする努力がなければ，構造化の方

途や系統性はみいだせないが，結局はこのように相互連

関がみうしなわれてしまう例が少なくない。

　筆者の一人渡部は，家庭との連絡を密にし，そこでの

生活の実態をも保育の視野にひきいれることが，保育所

での保育活動を組織するうえで不可欠であることを，病

弱児を含めたこれまでの実践を通じて感じている。ゼン

ソク等慢性疾患の場合，保育所での活動と家庭での生活

の連係が重要な条件となる。悪化によって入院となれ

ば，物理的空間はもちろん，対人関係の範囲も狭小とな

り，活動も制限される。そのことによって，精神的・知

的発達もまた影響を受ける。上に挙げられた「基準」を

統一してとらえることが求められるのである。病弱とま

ではいかなくても，一般の健常児においても，基本的に

は同様のことがいえる。

　また加本は，「ガリバー旅行記」の絵本を就学前クラ

スで読みきかせて子どもの夢をふくらませたとき，子ど

もがこれを劇にしてクラスで上演したいと要求をだし，

それを受けて援助するなかで，子どもが自主的に遺具づ

くりなどをすすめて上演にまで至った経験をもってい

る。

　これまで述べたように，子どもの身体的機能と精神的

機能が相互作用をもち，複合的でダイナミックな体系を

なしており，それをふまえて諸活動を並列的でなく構造

化して系統づけるべきではあるが，これを具体的な日々

の実践のなかに展開していくうででは，もう一歩ふみこ

んでさらに多くの条件を紡ぎあわせる必要のあることが

示されている。

　道具づくりや劇の上演による腕と手のはたらき，ある

いは身体表現の習熟と発達が，思考や認識の発達とどう

かかわっていたのか，その実証的なあとづけも興味ぶか

いが，一方，ここには，素材や教材のもつ意味や可能性

を追求する，いわゆる教材解釈の質と，教材を受けとめ

る子どもの力をみさだめること，そしてこの二つを有機

的に結びつけた活動をとおして新たな発達の力をつくり

だしていくことの大切さが示唆されている。そしてま

た，個人内の機能連関のみならず個人間の，つまり集団

の意義と役割の検討も迫られてくる。

　劇という活動は集団を前提とするが，人間は本質的に

集団のなかでのみ生きることが可能となるのであって，

どのような活動にせよ集団を前提として成立する。保育

・教育において，孤立しているかのような個人の活動

も，内実は集団との相互父流・作用を基盤にしているの

であって，みんなと一緒に活動するなかで個人の能力や

意欲も発現するのである。集団の質のたかまりが，個人

の新たな能力や意欲をひきだすといえよう。

　そのように，子どもの発達を実現するための活動を組

織するうえでの構造化や系統性は，より具体的には，子

どものがわの諸条件をも視野に入れて，素材・教材と子

どもとの問におこる「矛盾」をどのように体系化するか

という間題になってくる。そして，この場合，当然，現

実の子どもの発達の力や生活の実態を視点にすえること

が求められる。

　そうしたみとおしをもちながら，ここでは，ひとまず

集団の関係はおいて，まず個人のレベルに焦点をあて，

手あそびを素材としたとき，それが子どもの発達の力に

よって意味づけと受けとめ方がどのように変化するのか

について考える。

　手あそびについて，たとえば，「ジャンケン遊びをし

ても単なる遊びだけでなく，指の屈伸，タイミング，判

断力，巧織性，敏捷性などと，育って欲しい能力がたく

さん考えられ，・…・・『指』（足の指も含めて）を動かす

ことによって脳細胞を刺激し，よりよい成長が促進され
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るという説の上に立って，いろいろと“ことば作り，ふ
　　7）
し作り”」も試みられ，また，ジャンケンをとりいれた

遊びを各年齢に対応づけることもおこなわれてきてい
8）

る。

　ただしかし，手指を動かすことが大脳を刺激するにし

ても，それが具体的には諸活動のなかにどのようにあら

われてくるのかという間題にしても，あるいはまた，ジ

ャンケンなど手あそびを年齢と対応づけるとしても，そ

れぞれの年齢段階における特質を身体的成熟の面に限定

したのでは，現実の一人ひとりの子どもの姿を十分とら

えることはできない。同時に心理的な特質をも導入する

必要があると考える。何歳児というくくり方だけでは，

活動の具体的な展開過程で，それぞれの子どもに対する

てだてを焦点化することは困難となる。同じく5才児と

はいっても，そのなかには時間の量として12ヵ月の幅が

あり，また同じ5歳6カ児でも，それぞれの発達の力は

異なっているからである。年齢のつみかさねに比例して

発達の力がたかまっていくのではないのであって，した

がって，この子どもは何歳だと言う場合，それは一定の

身体的成熟度を想起させるにすぎない。それぞれの子ど

もが獲得している認識や運動の能力を把握し，それらが

内包する。そしてまた共通に基盤とする，基本的な精神

一身体構造に着目しなければ，系統的なてだてを考え

ることは困難となる。

　ここでとりあげる手あそびは，「むすんでひらいて」

とrグー・チョキ・パー」の二つであるが，それらに対

して子どもがどのようにとりくむかを観察し，そこにあ

らわれる手の動きやリズムの年齢的変化を明らかにす

る。そして，それぞれの年齢段階の特質を両手指の交互

同時開閉など他の手あそびとの関連で検討し，さらに手

指と足の運動機能の関係についても考える。

　とはいえ，課題設定の適否や方法論的な問題をはじ

め，不十分な点も多くもっている。また，ここにあらわ

れた結果からは他のさまざまな角度からの分析が可能で

あり，必要であるが，今回はそれらのうちの一部に限っ

ている。残された間題についてはひきつづいて検討を加

えていきたいと考えている。

　なお，その際の基礎的資料とする意味で，観察結果は

いささか煩墳な感もあるが詳しく表に示している。また

ここで直接考察に供さない資料も，同様の意味で若干加

えてある。

　保育園児が手あそびを模倣する課題に対してどのよう

にとりくむかを観察し，それぞれの手あそびに含まれる

手指の動き，リズムを獲得する年齢の範囲をあきらかに

する。それをとおして，各年齢段階における心理的諸特

質を検討する。

2．方　法
1）課題

　①手あそび

　　a．「むすんでひらいて」

　図1

　b．「グー・チョキ・パー」

図2

　これらの手あそびについて，つぎの動きを抽出

する。

表1

ひむ
らす

いん
てで

グ

ヂ
ヨ

キ

ノギ

（1）「むすんでひらいて」の箇所で曲の移行

　と動作の移行が一致する

（2）「ひらいて」の箇所で手指が伸びる

（3）曲に合わせ，腕の動きでリズムがとれる

（1）「グーチョキパーで」の箇所で曲の移行

　と動作の移行が一致する

（2）rグーチョキパーで」の箇所でチョキの

　手指が伸びる

（3）曲に合わせ腕の動きでリズムがとれる

（4）rグーチョキパーで」の箇所でチョキの

　形がつくれる

（5）「左手がチョキで」の箇所でヂョキの形

　がつくれる

I亙．観　察

1．　目　的

C　左右の手指の父互同時開閉（以下交互開閉）

片方の手指を開くと同時に他方の手指を閉じ

る。つぎにその逆をおこない，これを数回くり

かえす。
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　②ケンケン跳び（年長児のみ）

　⑧スキップ　　（年長児のみ）

　④走りなわとび（就学前児のみ）

2）対象児

表2 （年齢は1回目の時点）

クラス 暦年齢1 人数

I 2：7～3：4 13

1
I 3：4～3：7 13

皿 3：10～4：3 12

w 4：3～4：10 11

V 4：11～5：7 25

w 5：8～6：7 37

3）手続き

①一a，bは，指導者が各クラスの全員を前にして立

ち，デモンストレーションをおこなう。それをみなが

ら模放させ，これを8ミリに記録し，評価する。①一

Cおよび②③④は，デモンストレーションのあと，個

別に模倣1させる。

4）実施期日

　1回目’83．11．29　手あそび（①一a，b，c）

　2回目’84．2．20　手あそび（①一a，b，c）

　3回目’84．3．8　　交互開閉，ケンケン跳び，ス

　　　　　　　　　　キップ，走りなわとび（①

　　　　　　　　　　一C，②，③，④，）

　3．結　果

　各課題についての結果を表3に示した。

　それぞれが，一（不可）から十（可）へ移行する境界年齢

は，表4のようになっている。

　一例を挙げると，「むすんでひらいて」の（！）の課題，

つまり，「むすんで」（ミミレド）からrひらいて」（レ

レミレド）への曲の移行にあわせて，手指も閉から開へ

転換させる課題についていえば，1回目の観察では，C

A4：5にならなければ十は出現せず，CA5：5、をす

ぎると全員が十になっている。その間のCA4：5～5

　5では，十と一が混在している。

　つぎに，各クラスを単位として通過率を比較すると，

図3，4，5，6のようになる。

　また，これを表5のように2×k分割表を作成して，

有局差検定をおこなった結果は表6のとおりである。

　rむすんでひらいて」について特徴的な点を挙げる

と，まず，曲が「むすんで」から「ひらいて」へ移行す

るのに応じて，手指も「結ぶ」から「開く」へ変化させ

ることは，クラス皿（CA3：10～4：3）で可能な子

どもは1名もいない（図3）。しかし，その3ヵ月後に

実施したときには，同じクラス（CA4：1～4：6）

で33％の通遇率を示す。（図4）。そして，クラス1皿（C

A3：7～3：10）では，やはり全員ができないままに

いる。結局，年齢的に4歳を遇ぎなければこの課題の達

成はむつかしいことになる。

　課題（2）の指の伸展については，年齢による差は必ずし

も明確ではない。（3）は手指に関係なく，体・腕のレベル

で曲のリズムに合わせて動きがとれるかをみているが，

2歳6ヵ月児を最年少とする全対象児でほぼ可能となっ

ている。

　「グー・ヂョキ・パー」の場合では，課題（2）は，チョ

キの形をとるときの手指の伸展度をみるが，それは課題

（1），つまり曲の移行と一致させチこ動きがつくれるか否か

と，通過率の変化の様相が似ている。

　課題（4）のヂョキの形をつくることも，課題（1）と若干似

た推移を示しているが，この課題（4）では，クラスyで

100％の通過率である。課題（5）は，「なにつくろう　なに

つくろう」につづくr左手がチョキで」のときにチョキ

の形をつくるが1これはクラスエ［（CA3：4～3：

7）ですでに全員が可能である。

　4．考　察

　「むすんでひらいて」の全曲ではなく，最初の「むす

んで」から「ひらいて」への移行をみた限りにおいて

も，CA4：5より前の年齢ではむつかしい課題である

ことがわかる。保育・教育のうえで，この遊戯をとりあ

げるとすれば，たとえば2歳・3歳段階では，この移行

をねらいとして設定することは適切でないことを示して

おり，逆に4歳後半では積極的にこの点に焦点化して指

導をすすめることは適切であるといえよう◎また，5歳

後半以降では，すでに子どもにとって特別の困難もなく

こなせる課題となっており，新しい発達の力を育てる原

動力としての意味は薄れてくる。

　これは，「グー・ヂョキ・パー」において，「グー」「チ

ョキ」rパー」の3種の手指の動きを曲にあわせておこ

なう課題（（1），（4），（5））についても，同じようにいえ

る。

　一つの手あそびは，手や身体の動き，リズム等々の要

素を含みもつが，それらはどの子どもにも同じ意味をも

って迫ってくるのではない。年齢のちがいにより，それ

ぞれ，子どもにとって消化不良になるか，完全に栄養と

して吸収しうるか，あるいはものたりないか，そのいず

れかとなる。別の表現をすれば，子どもの獲得している
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十は可，一は不可，士は判定不能表3一（1）

ク
ラ
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図6　「グー・チョキ・パー」　2回目
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表5　「むすんでひらいて」

　　課題（1）1回目　上段実数，下段（十）（一）の比率

∴ I 皿 皿 1V y VI 計

（十）

0
（
O
）

O
（
O
）

O
（
O
）

2
（
1
7
）

5
（
3
3
）

　
8
（
1
0
0
）

1
5
（
2
5
）

（一）

　
8
（
1
0
0
）

　
9
（
1
0
0
）

　
8
（
1
0
0
）

1
0
（
8
3
）

1
0
（
6
7
）

O
（
O
）

4
5
（
7
5
）

計 8 9 8 12 15 8 60

105

ψ＝5　　　　■2：＝30．60

表6

γ2（O．01）＝15．09

1　回　　目 2　回　　目

N 〃 γ2 ！V

ψ ■2

※

む （1） 60 炉＝30．60＞γ2（O．01） 119
※

5 51
ひす

炉＝103．53＞火2（O．01）

らん （2） 60 5 ■2＝O．6＜γ2（0．05） 119 5
γ＝60．69＞■・（O．01）

いで
て （3） 60 5 γ2＝2．4＜γ2（O．05） 119 5 ■2＝7．14＜火2（0．05）

グ ※

1
（1） 52 4 λ2＝16．64＞炉（O．01） 26 1 λ2＝2．66＜■2（O．05）

■

（2） 52 γ2＝1．04＜■2（O．05）
※

チ 4 26 1 γ2＝5．42＞γ2（O．05）
ヨ ※

キ （4） 52 炉＝26．O＞■2（O．01）
※

4 26 1 γ2＝4．06＞■2（0．05）
■

（5） 52 炉＝6．24＜■2（O．05）
※

ノヤ

4 26 1
1

κ2＝3．96＞■2（O．05）

成されるといえる構造の変化を獲得していないのであ

り，後者は，その年齢に達する以前に獲得しているから

である。

　ある課題に対して子どもがおこなう行為は，そうした

独白な質やr構成要素」をもっている。そして，現実の

行為は，それがなされる方法としての操作を内在させて
　］O）

いる。むすんでひらいてといった動きを模傲するなどの

行為は，直接的には手指を操作して実現されるが，その

操作における特性を間題とすることによって，一見脈

絡なく展開されているとみられる諸々の行為が体系づけ

られ，構造化がなされるのである。それぞれの子どもが

獲得しつつあるそのような操作特性・操作力をみなけれ

ば，この課題（行為）はできるがあの課題（行為）はで

きないといった羅列的評価におわらざるを得ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
　図7は，操作特性の高次化過程に関する田中らの理論

をもとに，渡部が作成したものである。今回とりあげた

交互開閉やケンケン跳び，スキップは，そこでは2次元

可逆操作による活動とされており，走りなわとびは3次

元可逆操作期に位置づけられている。

　試みに，父互開閉をもとに，手あそびのいくつかの課

題を対応させると，表7のようになる。

　交互開閉は，CA3：5以前では全員一，4：7以降

は全員十となっているが，その間のCA3：6～4：O

における「グー・チョキ・パー」2課題の十，一の人数

を表8に示した。

　対象児数が少ないため，にわかには結論づけられ狂い

が，実数のうえでは交互開閉が十の場合，課題（4）では十

が多い。また交互開閉が一であれば課題（1），（4）が十にな

ることはない。しかしこの区問の両側，すなわちCA3

　　　　　　　　　　　　　　5以前および4：7以
※は存冒差のある課題　　　　降では交互開閉と課題

　　　　　　　　　　　　　（1），（4）の相関が認められ

る。交互開閉は生活年齢

の面からは3歳後半から

できはじめ，4歳後半以

降では容易な活動となる

が，このことは，2次元

可逆操作が　般的にはこ

の間の年齢において獲得

されることを示している

といえる。曲にあわせて

「グー」から「チョキ」

そして「パー」と手指の

動きを変化させること

（課題（1）），そして「チ
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表7

年　齢

3：1

3：4
3’：5

3：6
3：6

3：7
3：7
3：8
3：8

3：10

3：10
3：10
3：10
3二10
3：10

3：10
3：11
4：0
4：0
4：1

4：1
4：1
4：1
4：2
4：5

4：5
4：5
4：5
4：5
4：5

4：6
4：6
4：7
4：7

父互開閉

十

士

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

士

十

十

十

十

士

十

十

十

十

※十
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むすんで
課題（1）

十

十

十

十

十

チョキ
課題（1）

十

十

十

十

※十

※　4：7以降でほば全員（十）

チョキ
課題（4）

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ケンケン

十

十

十

士

十

十

十

十

十

十

土

十

十

土

十

土

十

十

十

十

十

十

十

十

十

士

十

ヨキ」の形を正しくつくること（課題（4））も，交互開閉

と類似した変化を示している。結局，「グー・チョキ・

パー」のなかのこうした動きをつくりだす力は，子ども

の操作力が2次元的にひろがっていくことと深くかかわ

っている例証と考えられる。

　それゆえに，ちえおくれの子どもの教育で，「ことば

表8

グー・チョキ・パー
交互開閉

課躍（1）1課題（・）

十 4 十 9
十

一 7 一 2

‘
一 4 ■ 3

一
十 O 十 O

交互開閉土が他に1例あり，その例は（1），

（4）とも一

もほとんどなく，行動の統制のとりにくい子どもたちの

グループで手遊びをとりあげ・…・・グーチョキパーの動

作（を指導し，グーチョキパーの違いがわかることをね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
らっても，結果的には）これが一番むつかしい」となら

ざるをえない。なぜなら，ことばがほとんどないのであ

れば，その子どもたちは1次元可逆操作を獲得する前後

の段階，　般的な年齢にあてはめると1歳半前後の発達

段階であり，「ヂョキ」の形は，今述べたように2次元

可逆操作の段階の課題であって，課題と発達の力との間

には大きなギャップがあるからである。“消化不良”を

おこすのであって，たとえ活動内容としてrグー・ヂョ

キ・パー」を設定するにしても，実際の活動のなかでの

ねらいは，課題（3）などにおかざるを得なくなる。

　なお，「むすんでひらいて」の課題（1）と交互開閉との

関係では，交互開閉が十であるにもかかわらず課題（1）で

一となっているのは17名，交互開閉が十であれば課題も

十となるのは4例である。両者の出現率について理論比

率を50％ととってλ2検定をおこなうと，火2＝12．35

（4戸＝1，炉（O．01）＝6．6）となる（士は除いている）。し

たがって，交互開閉が十であっても課題が一となってい

るほうが多いといえる。つまり交互開閉の操作力はこの

課題に対し必ずしも平行作用を及ぼすとはみなせない。

しかし，両者の一致率，（十，一）と（十，十および一，

一）を比較した場合は，■2＝1．29＜火2（0．05）＝3．8で，

一致と不一致はほぼ同率でおこると考えてよい。交互開

閉とケンケン跳びの一致数（両方とも十または両方とも

一）は，CA3：1～4：7で23例あり，全体の69．7％

を占める。やはり同様の検定をおこなうと，O．01＜P＜

O．05で，一致しているほうが多いといえるが，手と足が

それぞれ独立して無関係に機能しているのではないこと

をうかがわせる。
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　ケンケン跳びについても，CA3：4と4：7が境と

なってその前後ではすべて一かまたは十に移行する。

　このことは，さきにみた父互開閉とrクー・チョキ・

パー」の課題（1）（4）との関係が，ケンケン跳びについても

いえることを示す。すなわち，大脳のはたらきと，手，

足の動きとをきりはなして考えるのではなく，常に相互

連関をみとおしていなければならないのである。これを

別の角度からいえば，ケンケン跳びを「健康」やr運

動」の一活動としてとどめずに，他の分野の活動にも侵

透させていくべきことを意味する。実際，音楽リズムの

なかの舞踊的表現の項目でケンケン跳びを扱っている例
　　　　13）
もみられる。ケンケン跳びは，より豊かな舞踊的表現を

創りだすうえでの大切な構成要素ともなりうる。ケンケ

ン跳びは単なる一例にすぎないが，このような視点は，

教材の組織化・カリキュラムの編成において不可欠の視

点である。

　走りなわとびは，腕・手一一足の協応を必要とするが

クラスW，すなわちCA6：O以上の年齢にのみ実施し

ている。そこでは全員が十であるが，これも，3次元の

世界が，一般的には6歳以降には轡尋されてくる一つの

例証となっているといえよう。

　以上のほかにも，結果をもとに考察すべき間題は数多

くあるが，それらのうちの若干について，つぎに検討し

ておきたい。

　まず，曲にあわせてリズムをとることは，「むすんで

ひらいて」の（3）とrグー・チョキ・パー」の（3）に挙げら

れているが，前者では，1回目と2回目の間，3ヵ月間

で一から十への転化が7例にみられ，後者は最年少のC

A2：6以降全員がすでに1回目において十になってい

る、同じ4拍子の曲にもかかわらず，なぜこのような差

があらわれるのか。明確な解釈はむつかしいが，前者の

場合，1拍目から4拍目まで腕を振って4回拍子を刻む

のに対し，後者では3拍目の腕の振りを4拍目でもその

まま持続させればよいことが一因と考えられる。

　リズムの関係は，他の課題に比べて早期に可能となっ

ているが，つぎに述べる手指の伸展等ともかかわって，

「手遊びだからといって，手指など指先への着目にとど

まらず，発達は体幹から末端部へと分化していくという

原則にたって，体全体をゆさぶる体育遊びを基底にしな

がら，腕全体を，肘から先を，手首や手を，そして指1

本1木をゆさぶっていく手遊びを創り出し，体系的に組
　　　　　　　　　　　　14）
織していくことの課題が重要」であることを示してい

る。

　それぞれの（2）の課題も，手指の伸展という点では共通

した課題といえるが，図1，2，3をみてもわかるよう

に，rむすんでひらいて」のほうが容易であるとみなせ

る。手指全体より何本か（この場合2本）を抽出して，

一方で残りの指を閉じたままに維持することが，やはり

高度のコントロールを要請するためと考えられる。しか

し，「グー・チョキ・パー」で，（1）と（2）がほぼ対応して

変化しているところからみて，指を独立させて別個の形

をつくり，r伸」とr屈」　を同時に成立させる（2）は，（1）

と同じく2次元可逆操作の段階で可能となるといえる。

指先の伸展は，単に伸びるか伸びないかの一次元的な問

題としては，とらえきれないことを示している。

　また，「グー・チョキ・パー」で，　同じように「チョ

キ」をつくるにしても，（1），（2），（4）は，4歳台にはいっ

ても依然一が散在するが，（5）は3歳前半ですでに全員が

十へ転化する。曲の流れでみると，（5）の「左手がチョキ

で」に移る前は，rなにつくろ」がくりかえされ，その

間腕は胸のところで交差させて上体を左右に揺らせてい

る。したがって，」「左手がヂョキで」において，　あらた

めて手指の形をつくりはじめる。これに対して，（1），（4）

ではいずれも，「グー」「チョキ」「パー」と連続する流

れのなかで，すでに「グー」をつくった手指を一度分解

し，即座に「チョキ」を再構成しなければならない。そ

のちがいが，このような結果の原因となっていると考え

られる。

　しかしながら，これらはいずれも仮説的解釈であり，

結論づけるにはなお実証的な検討が必要である。

　また全体にわたって，直接カリキュラムの編成に関連

づける作業が不十分におわっているが，この点は稿をあ

らためて検討したいと考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　15）
　本稿は，加本がおこなった観察結果にもとずく共同研

究であるが，文責は西にある。
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